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このチャイルドシートは、自動車事故などの際に 
衝撃を緩和することを目的につくられた 
年少者用補助乗用装置です。 
チャイルドシートの確実な取り付けとともに 
安全運転をお願い申し上げます。 
 
 
 
当製品は、安全、品質の確保に細心の注意を払って製造・販売して
おりますが、万一リコール等がありました場合に、速やかにお客様
にご連絡し、修理等をさせていただくため、お客様登録をしていた
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取扱説明書は、ベース背面に入れて保管してください。 
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確認しておきましょう 必ずお読みください 

  マーク表示について 
 
この取扱説明書には、安全にご使用いただくために、特にお守りいただ
きたいことを、次のマークで表示しています。 
これらの記載内容は重要ですので、しっかりとお読みください。 
 

取り扱いを誤った場合、死亡または重大な傷害を負う
おそれが想定される内容を示しています。 
 
取り扱いを誤った場合、傷害を負うおそれがある内容、
または物的損害の発生が予想される内容を示しています。 
 
チャイルドシートをご使用になる上で守っていただきた
いこと、および知っておくと便利なことを示しています。 
 
図示されている行為の禁止を示しています。 

 
 
  緊急時には 
 
衝突事故などの緊急時は、あわてず次の手順で速やかにお子さまを救出
してください。 
 
①バックルボタンを押してバック
ルからタングを外す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　アドバイス 

バックルボタンを押してもタングが外れない場合は、ハーネスを切断
するなどしてお子さまを救出してください。 

②お子さまを静かにチャイルドシ
ートから降ろす。 

  次のものがそろっていますか 
 
ご使用になる前に、下記の商品がそろっているか、確認してください。 
 
欠品や破損などがございましたら、ご使用にならず、お買い上げの販
売店または弊社お客様相談室（7 0120-70-5441）までご連絡くだ
さい。 
お問い合わせの際は、スムーズな対応が行えますよう、品番ラベルに
記載されている品番を必ずお伝えください。（37ページ） 
 
 
■チャイルドシート本体　　　　　　　■取扱説明書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  各部のなまえ 
 
チャイルドシートと合わせてご確認ください。 

シート 
クッション 
 
 
肩ハーネス 
通し穴 
 
 
肩ハーネス 
 
腰ハーネス 
 
バックル 
 
リクライニング 
レバー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ベース 
 

 
 
肩ハーネス 
カバー 
　　 
タング 
（左右あり） 
 
アジャスト 
レバー 
 
ハーネス 
アジャスター 

ベルトガイド 
（左右） 
 
ロックオフ 
デバイス 
（左右） 
 
ベルト通し口 
（左右） 
 
 
バックカバー 
 
 
ハンガー 
 

チャイルドシート 取扱説明書 

Child Seat

　警 告 
 
 

　注 意 
 
 

　アドバイス 

肩ハーネス 
 
 
 
 
バックル 
ボタン 
 
バックル 
 

タング 
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必ずお読みください ご使用上の注意 

  取り付けできるシート 
 
■進行方向に対し前向きで、 
　3点式シートベルトが付いて
いるシート 
 
 
 
 
 
 
 
 

　アドバイス 

お取り付けに際しましては、
お取り付けになるお車の取扱
説明書も合わせてご確認くだ
さい。 

体 重 
 
 
 
 
 

13kg未満 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9～18kg

参考年齢 
  
 
 
 
 

新生児　　　　 
　～1歳半ごろ 

 
 
 
 
 
 
 
 

9ヶ月　　　　 
　　～4歳ころ 

取り付けかた 
  

お車の進行方向に対し、後ろ向きで使用します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

お車の進行方向に対し、前向きで使用します 
 

  お子さまの条件 
 
チャイルドシートはお子さまの条件により、取り付けかたが異なります。
ご使用になるお子さまに合った正しい取り扱いを行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　警 告 
体重が9kgを超えるまでは後ろ向きで使用してください。 
 
年齢の範囲は、おおよその目安ですのでお子さまの体重に合わせてご使
用ください。 

  取り付けできないシート 
 
■シートベルトが付いていない 
　シート 
 
 
 
 
  
■前方にエアバッグが装備され
たシート 
 
 
 
 
 
  
■横向き・後ろ向きになってい
るシート 
 
 
 
 
 
 
■チャイルドシートを取り付け
ると運転操作の妨げや、視界
の妨げになるシート 
 

　警 告 
お車のシートが上記のタイプ
に該当する場合は、チャイル
ドシートを取り付けることが
できません。取り付けた場合、
事故時にお子さまや他の乗員
が死亡または重大な傷害を負
うおそれがあります。 
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ご使用上の注意 

 
 
 
 
 
 
■チャイルドシート固定機構付

ELRシートベルト 
チャイルドシートを固定する
ための装置が備えられている
タイプ。 
シートベルトとして通常使用
するときはELR機能が働く。 
 

 
 
 
 
 
 
■ELR（緊急ロック式ベルト巻
取り装置）付シートベルト 
シートベルトをゆっくりと引
き出すと自由に出し入れでき
るが、急に引く（急ブレーキ
などで体が前に投げ出される
とき）とシートベルトがロッ
クされ、引き出せなくなるタ
イプ。 

  取り付けできるシートベルト 
 
このチャイルドシートは、協定規則第16号（ECE R16）または同等
の基準で許可された3点式巻取り装置付シートベルトを装備したお車
にて、ご使用することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　アドバイス 

お車のシートベルトの種類・特徴・長さの調整のしかたなど、詳し
くはお車の取扱説明書をお読みください。 

 
 
■マニュアル式シートベルト 
シートベルトの巻取り装置が
なく、通常はシート側面など
に固定されているタイプ。 
 
■パッシブシートベルト 
シートに座りドアを閉め、エ
ンジンキーをONにすると肩
ベルトが自動で装着するタイ
プ。腰ベルトは手動。 
ベルトを外すときは、ドアを
開けるかエンジンキーをOFF
にする。 
 
■NLR（非ロック式ベルト巻取
り装置）付シートベルト 
シートベルトのロック機構が
ないため、シートベルトを巻
取り装置からすべて引き出し、
長さを調整するタイプ 
 
■その他のシートベルト 
「取り付けできるシートベル
ト」（7ページ）に記載されて
いないシートベルト。 
 

 
 
■2点式シートベルト 
肩ベルトがなく腰ベルトの2
点で固定するタイプ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■腰ベルト側に付いたELR（緊
急ロック式ベルト巻取り装置）
付シートベルト 
シートベルトをゆっくりと引
き出すと自由に出し入れでき
るが、急に引く（急ブレーキ
などで体が前に投げ出される
とき）とシートベルトがロッ
クされ、引き出せなくなるタ
イプ。 
 
■ALR（自動ロック式ベルト巻
取り装置）付シートベルト 
シートベルトを引き出してい
る途中に手を止めると、自動
的にロックされ、それ以上ベ
ルトが引く出せない（巻き戻
しは可能）タイプ。 

  取り付けできないシートベルト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　警 告 
お車のシートベルトが上記のタイプに該当する場合は、チャイルド
シートを取り付けることができません。 
取り付けた場合、事故時にお子さまや他の乗員が死亡または重大な
傷害を負う可能性があります。 

急に引
く と ！

 

ロッ
ク 

全部引
き出す

と 

チャイ
ルドシ

ート 

固定機
能が 

作動！
 



9 10

ご使用上の注意 

警 告 
 
  お子さまを乗せるときは 
 
お子さまだけお車に残した状態でお
車から離れないでください。不慮の
事故（熱射病やいたずらによる事故
等）につながるおそれがあります。 
 
 
 
 
 
走行中は、お子さまをチャイルドシ
ートから乗せ降ろしさせないでくだ
さい。 
 
 
 
 
 
 
ハーネスは、緩みやねじれのないよ
うにお子さまの身体にあわせて調整
してください。ねじれていると事故
のときに重大な傷害を負う可能性が
あります。 
 
 
 
 
腰ハーネスで骨盤がしっかりと拘束
されるように、必ず腰ハーネスを低
く下げて着用させてください。腹部
に腰ハーネスがかかっていると、事
故等のときに腹部が圧迫され重大な
傷害を負う可能性があります。 

警 告 
 
  取り付けるときは 
 
チャイルドシートを安全に使用して
いただくため、柔軟材料（専用カバ
ー類・ハーネス類・発泡材料等）を
取り外したり、専用品以外に取り換
えて使用しないでください。 
 
 
 
 
チャイルドシートのハーネスを刃物
等の鋭利なもので傷つけないでくだ
さい。傷ついているとチャイルドシ
ートが正常な働きをしない場合があ
ります。 
 
 
 
 
チャイルドシートを車両に固定する
シートベルトに、緩みやねじれのな
いようにしてください。チャイルド
シートにガタツキが生じ、事故時に
重大な傷害を負う可能性があります。 
 
 
 
 
取扱説明書に記載された以上の分解
や構成部品を取り外した状態での使
用および指定以外の物との交換は絶
対にしないでください。 

ママ～！ 
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ご使用上の注意 

警 告 
 
  こんなことにも注意して 
 
事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いので、
再使用しないでください。 
 
 
 
 
 
チャイルドシートのロック部分（バ
ックル等）には、精密な部品が組み
込まれていますので、水やジュース
等をかけないでください。部品の故
障原因になります。 
 
 
 
 
チャイルドシートを保管するときに
は、強い衝撃を与えたり、長期間屋
外など日光が当たる場所に放置しな
いでください。 

注 意  
 
  こんなことにも注意して 
 
チャイルドシートに日光が当たると
熱くなることがあります。大人が金
属部分や樹脂部分に触れて熱さの程
度を確認し、お子さまがやけどをす
るおそれのないことを確認の上、使
用してください。 
 
 
 
可動式シートまたは車両のドアにチ
ャイルドシートの剛性部分（樹脂部
分等）が挟まれないようにしてチャ
イルドシートを取り付けてください。 
 
 
 
 
 
チャイルドシートにお子さまを乗せ
ないときでも、安全のため必ず固定
してください。衝突や急ブレーキの
際にチャイルドシートが移動して、
傷害を負う可能性があります。 
 
 
 
 
事故発生時や乗員に傷害を与えるよ
うな物をお車の中に放置しないでく
ださい。万一のとき、お子さまや乗
員に当たるおそれがあり、危険です。 
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取り付け前の準備 

  肩ハーネス高さの確認 
 
お子さまの肩の位置に合わせ、肩
ハーネス通し穴の位置（14ペー
ジ）を調整する必要があります。 
 

　アドバイス 

¡肩ハーネス通し穴の位置を確
認するときは、チャイルドシ
ートを正しい取り付け角度に
し、お子さまを座らせた状態
で行ってください。 

¡お子さまの座らせかたにつき
ましては、「お子さまの座ら
せかた」（33ページ）をご
参照ください。 

 
 
肩ハーネス通し穴の位置が合って
いない場合は、「肩ハーネスの高
さ調整」（15ページ）を参照し、
正しい位置に調整してください。 
 

  肩ハーネス高さ 
 
お子さまの体格に合わせてご使用
ください。肩ハーネスの位置が合
っていない場合は、「肩ハーネス
の高さ調整」（15ページ）を参
照し、正しい位置に調整してくだ
さい。 
 
 
 
■後ろ向き（体重13kg未満） 
一番下の肩ハーネス通し穴を使用
してください。（下から1番目のみ） 
 
 
 
 
 
 
■前向き（体重9～18kg） 
肩ハーネス通し穴がお子さまの肩
と同じか、より高い位置穴を使用
してください。（下から2～4番目） 
 
 
 
 
 

　警 告 
肩ハーネス高さは必ず正しい位
置でご使用ください。 
不適切な位置で使用すると、事
故時に重大な傷害を負うおそれ
があります。 
 

肩ハーネス 
通し穴 

肩ハーネス 
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取り付け前の準備 

 
 
④肩ハーネス通し穴から肩ハーネ
スを引き取る。 
 
 
 
 
 
 
 
⑤肩ハーネスカバーをチャイルド
シート背面から引き抜き、適切
なハーネス通し穴に差し換える。 
 

　アドバイス 

肩ハーネスカバーには表裏があ
ります。パッドがある側を裏（お
子さまの肩に当たる）側にして
ください。 
 
 
 
 
⑥肩ハーネスを肩ハーネスカバー、
ハーネス通し穴の順に差し込む。 
 

  肩ハーネスの高さ調整 
 
①アジャストレバーを引き上げな
がら、肩ハーネスをすべて引き
出す。 
 

　アドバイス 

肩ハーネスを引き出す際には肩
ハーネスカバーではなく、肩ハ
ーネスを引っ張り、引き出して
ください。肩ハーネスカバーを
引っ張っても、引き出せません。 
 
 
②チャイルドシート背面のバック
カバーを取り外す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③肩ハーネスをハンガーから外す。 
 

バックカバー 

肩ハーネス 肩ハーネス 
通し穴 

肩ハーネス 
カバー 

肩ハーネス 

ハンガー 

ツメ 

裏 表 

パッド 

肩ハーネス 

ハーネス 
アジャスター 

アジャスト 
レバー 
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取り付け前の準備 

   肩ハーネスの高さ調整 
 
⑦肩ハーネスをハンガーに取り付
ける。 
 

　警 告 
¡肩ハーネスがねじれていない
ことを確認してください。 

¡肩ハーネスをハンガーに正し
く取り付けていないと、衝突
時にハーネスが抜け、事故時
に重大な傷害を負う可能性が
あります。 
 

　注 意 
直射日光が当たってハンガーが
熱くなることがあります。やけ
どのおそれがありますので、ご
使用時には十分注意してくださ
い。 
 
 
⑧バックカバーを取り付ける。 
 

　注 意 
バックカバーのツメが本体に確
実に固定されていなかったり、
取り付ける向きが正しくないと、
事故時に十分な機能を発揮しな
い可能性があります。 
 

メ モ 

バックカバー 

ツメ 

肩ハーネス 

ハンガー 
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取り付け前の準備 

  
 
④インナークッションのひもを上
から2番目の肩ハーネス穴に通
し、背面でしばる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈インナークッションの取り外し〉 
「インナークッションの取り付け」
と逆の手順で取り外してください。 

  インナークッションの取り付け ※工場出荷時にはすでに取り付いています。 
 
インナークッションは、お子さまの体重が7kg未満（参考年齢6ヶ月未
満）の場合にのみご使用になれます。 
 
①アジャストレバーを引き上げな
がら、肩ハーネスを引き出す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②バックルボタンを押してバック
ルからタングを外し、肩ハーネ
スを左右に広げる。 
 
 
 
 
 
 
 
③チャイルドシート座面にインナ
ークッションを置く。 

ひも 

肩ハーネス 
 
 
 
 
バックル 
ボタン 
 
バックル 
 

タング 

肩ハーネス 

ハーネス 
アジャスター 

アジャスト 
レバー 

しばって固定する 
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シートベルトで取り付ける 

  
 
⑤シートベルトをベルト通し口に
通す。 
 

　警 告 
ベルト通し口以外にシートベル
トを通さないでください。他の
箇所を使用すると事故時に重大
な傷害を負う可能性があります。 
 
 
⑥反対側のベルト通し口からシー
トベルトを引き出し、タングを
バックルに差し込む。 
 

　警 告 
バックルが確実にロックされて
いることを確認してください。
ロックされていないと事故時に
重大な傷害を負う可能性があり
ます。 
 

　注 意 
シートベルトを通すときは、必
ずバックカバーの上を通してく
ださい。 
 
 
 

  お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
①チャイルドシートの正面からリ
クライニングレバーを手前に引
く。 
②レバーを引いたまま、イス部分
を倒す。 
③レバーが戻り、ロックしたこと
を確認する。 
 

　警 告 
リクライニングがロックされて
いないと、事故時に重大な傷害
を負う可能性があります。 
 

　注 意 
可動部分に指や物を挟まないよ
うにしてください。 
 
 
 
④チャイルドシートの最前部がシー
トの背もたれに付くように、チャ
イルドシートを置く。 
　チャイルドシートと背もたれの
すき間が少なくなるよう、お車
のシートの背もたれ角度を調整
する。 
 
 

　アドバイス 

¡長期間、お車にチャイルドシートを取り付けることにより、シート
ベルトやシートに跡がつく場合があります。チャイルドシートとシー
トが接する面にタオルやシーツなどを敷くことをお勧めします。 

リクライニング 
レバー 

② 

② 

① 

背もたれ 

最前部 

ベルト通し口 

バックル 

タング 

ベルト通し口 

バックカバー 

シートベルト 
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シートベルトで取り付ける 

  お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
⑦ロックオフデバイスのレバーを
開く。 
⑧レバー青側と本体との間にシー
トベルトを通す。 
 

　アドバイス 

ロックオフデバイスはお車のバ
ックルと反対側のみ使用します。
両側を使用する必要はありませ
ん。 
 
 
 
⑨チャイルドシートをシートに押
し付けながら、肩側（上側）の
シートベルトを引っ張り、シー
トベルトのたるみを取る。 
 
 
 
 
 

 
　アドバイス 

腰側（下側）のシートベルト
に緩みがある場合はバックル
側で肩側（上側）のシートベ
ルトを引っ張ってたるみをな
くしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
⑩シートベルトを引っ張りながら 
⑪ロックオフデバイスのレバーを
閉じる。 
 

　警 告 
ロックオフデバイスのレバーが
確実にロックされていることを
確認してください。ロックされ
ていないと、事故時に重大な傷
害を負う可能性があります。 
 
 
⑫ベルトガイドにシートベルトを
通す。 

レバー 

⑩ 

⑪ 

ベルトガイド 

レバー 

青側 

⑦ 

⑧ 

バックル 

肩側（上側）の 
シートベルト 
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シートベルトで取り付ける 

  お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
〈チャイルドシート固定機能が付いたお車の場合〉 
⑩シートベルトを全量引き出し、
チャイルドシート固定機能に切
り替える。 
 

　アドバイス 

チャイルドシート固定機能の詳
しい取り扱いについては、お車
の取扱説明書をお読みください。 
 
 
⑪取り付けチェック 
チャイルドシートがしっかり取
り付けられていることを確認す
る。しっかり取り付けられてい
ない場合は手順③からやり直す。 
 

　警 告 
チャイルドシートをシートに固
定するシートベルトは、緩みの
ないようにしてください。チャ
イルドシートにガタツキが生じ、
事故時に重大な傷害を負う可能
性があります。 
 

　アドバイス 

¡取り付けに関して不明な点が
ございましたら、お買い上げ
の販売店またはお客様相談室
にお問い合わせください。 

¡ご使用にあたりましては、定
期的にシートベルトやロック
オフデバイスレバーの緩みが
ないか確認し、緩みがあれば
再度取り付け直してください。 

メ モ 
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シートベルトで取り付ける 

 
 
⑤シートベルトをベルト通し口に
通す。 
 

　警 告 
ベルト通し口以外にシートベル
トを通さないでください。他の
箇所を使用すると事故時に重大
な傷害を負う可能性があります。 
 
 
⑥反対側のベルト通し口からシー
トベルトを引き出し、タングを
バックルに差し込む。 
 

　警 告 
バックルが確実にロックされて
いることを確認してください。
ロックされていないと事故時に
重大な傷害を負う可能性があり
ます。 
 

　注 意 
シートベルトを通すときは、必
ずバックカバーの上を通してく
ださい。 
 

  お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
①チャイルドシートの正面からリ
クライニングレバーを手前に引
く。 
②レバーを引いたまま、イス部分
をおこす。 
③レバーが戻り、ロックしたこと
を確認する。 
 

　警 告 
リクライニングがロックされて
いないと、事故時に重大な傷害
を負う可能性があります。 
 

　注 意 
可動部分に指や物を挟まないよ
うにしてください。 
 
 
 
④チャイルドシートの背面がシー
トの背もたれに付くように、チャ
イルドシートを置く。 
　チャイルドシートと背もたれの
すき間が少なくなるよう、お車
のヘッドレスト高さ、シートの
背もたれ角度を調整する。 
 
 

　アドバイス 

¡長期間、お車にチャイルドシートを取り付けることにより、シート
ベルトやシートに跡がつく場合があります。チャイルドシートとシー
トが接する面にタオルやシーツなどを敷くことをお勧めします。

バックル 
ベルト通し口 背もたれ 

チャイルド 
シート背面 
 

リクライニング 
レバー 

ベルト通し口 

リクライニング 
レバー 

② 

② 

① 

バックカバー 

シートベルト 

タング 
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シートベルトで取り付ける 

 
 

 
 
⑩シートベルトを引っ張りながら 
⑪ロックオフデバイスのレバーを
閉じる。 
 

　警 告 
ロックオフデバイスのレバーが
確実にロックされていることを
確認してください。ロックされ
ていないと、事故時に重大な傷
害を負う可能性があります。 
 
 
 

  お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
⑦ロックオフデバイスのレバーを
開く。 
⑧レバー赤側と本体との間にシー
トベルトを通す。 
 

　アドバイス 

ロックオフデバイスはお車のバ
ックルと反対側のみ使用します。
両側を使用する必要はありませ
ん。 
 
 
 
⑨チャイルドシートをシートに押
し付けながら、肩側（上側）の
シートベルトを引っ張り、シー
トベルトのたるみを取る。 
 
 
 
 
 
 
 

　アドバイス 

腰側（下側）のシートベルト
に緩みがある場合はバックル
側で肩側（上側）のシートベ
ルトを引っ張ってたるみをな
くしてください。 
 
 
 
 
 
 
 

レバー 

レバー 

赤側 

⑥ 

⑤ 

⑩ 

⑪ 

バックル 

肩側（上側）の 
シートベルト 
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シートベルトで取り付ける 

メ モ   お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
〈チャイルドシート固定機能が付いたお車の場合〉 
⑩シートベルトを全量引き出し、
チャイルドシート固定機能に切
り替える。 
 

　アドバイス 

チャイルドシート固定機能の詳
しい取り扱いについては、お車
の取扱説明書をお読みください。 
 
 
⑪取り付けチェック 
チャイルドシートがしっかり取
り付けられていることを確認す
る。しっかり取り付けられてい
ない場合は手順③からやり直す。 
 

　警 告 
チャイルドシートをシートに固
定するシートベルトは、緩みの
ないようにしてください。チャ
イルドシートにガタツキが生じ、
事故時に重大な傷害を負う可能
性があります。 
 

　アドバイス 

¡取り付けに関して不明な点が
ございましたら、お買い上げ
の販売店またはお客様相談室
にお問い合わせください。 

¡ご使用にあたりましては、定
期的にシートベルトやロック
オフデバイスレバーの緩みが
ないか確認し、緩みがあれば
再度取り付け直してください。 
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シートベルトで取り付ける 

  お子さまの座らせかた 
 
①アジャストレバーを引き上げな
がら、肩ハーネスを引き出す。 
 

　アドバイス 

肩ハーネスを引っ張り、引き出
してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張って
も、引き出せない場合がありま
す。 
 
 
②バックルボタンを押してバック
ルからタングを外し、肩ハーネ
スを左右に広げる。 
 
 
 
 
 
 
 
③お子さまをシートクッションの
上に深く座らせる。 
 
 

 
 
④肩ハーネスをお子さまの肩に
かける。左右のタングを合わせ、
合わせたタングをバックルにまっ
すぐ挿入し、「カチッ」と音が
するまで差し込む。 
 

　アドバイス 

タングを引っ張り、タングとバッ
クルが正しく結合されているこ
とを確認してください。 
　　　　　 

　警 告 
タングがバックルに正しく結合
されていないと、衝突時や急ブ
レーキ時などに、お子さまがチャ
イルドシートから飛び出し、重
大な傷害を負う可能性がありま
す。 
 
 
⑤腰ハーネスのたるみを取る。 
 
⑥ハーネスアジャスターを引き、
お子さまの鎖骨と肩ハーネスに
指一本が入る程度まで、肩ハー
ネスのたるみを取る。 
 

　警 告 
ハーネスに緩みやねじれがない
ようにしてください。ハーネス
とお子さまの間に余分なすき間
があると、衝突時や急ブレーキ
時などに、お子さまがチャイル
ドシートから飛び出し、重大な
傷害を負う可能性があります。 

バックル 

カチッ 

タング 

ハーネス 
アジャスター 

肩ハーネス 
 
 
 
 
バックル 
ボタン 
 
バックル 
 

タング 

肩ハーネス 

ハーネス 
アジャスター 

アジャスト 
レバー 
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収納、お手入れのしかた 

  シートカバーの取り外しかた 
 
 

   
 
①「肩ハーネスの高さ調整」（15
ページ）の①～④の手順で肩
ハーネスを肩ハーネス通し穴か
ら引き抜く。 
 
②ハーネスアジャスター端末のホッ
クを外す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③シートクッション側面のフック
を外す。 
 
④ベルトガイドからクッションを
外す。 
 
 
 
 
 
⑤タング、ハーネスをシートクッ
ションから外す。 
 
⑥シートクッションをチャイルド
シートから取り外す。 

  汚れた場合 
 
〈カバー類〉 
中性洗剤を使用して、手で押し洗
いをしてください。 
 
 
 
 
 

　注 意 
洗濯後は、完全に乾燥させてか
らご使用ください。 
 
 
〈本体〉 
柔らかい布で乾拭きまたは水拭き
をしてください。 
 

　注 意 
¡洗剤類を使用しないでくださ
い。変色等のおそれがありま
す。 

¡水拭き後は、完全に乾燥させ
てからご使用ください。 

 シートカバーの取り付けかた 
 
取り外しと逆の手順でシートクッ
ションを取り付けます。 
 

　警 告 
専用クッション以外は使用し
ないでください。事故時に十
分な性能を発揮しない可能性
があります。 
 

　注 意 
クッションがズレていたり、
本体から浮いていないことを
確認してください。事故時に
十分な性能を発揮しない可能
性があります。 
 

ホック 

ベルトガイド 

フック 
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収納、お手入れのしかた 

  補修部品について 
 
お買い上げの販売店またはお客様相談室（7 0120-70-5441）までご
連絡ください。 
お問い合わせの際は、スムーズな対応が行えますよう、チャイルドシー
ト背面に貼ってるラベルの品番を必ずお伝えください。 
もし、背面ラベルが無い場合には、側面にあるラベルに記載されている
許可ナンバーをお伝えください。 

 

認可ナンバー 

(例)

LotNo. 06S120-036
0   0000000   0000000

TKSYM-041

品番 

品番ラベル 

ロットNO.

(例)



チャイルドシート 取扱説明書 

Child Seat

Child Seat08-08-18




